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ボーリング柱状図
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42.20 1.05 1.05

盛土
(BS)

41.40 0.80 1.85

ローム
(Lm)

40.65 0.75 2.60

軽石
(Pm)

39.75 0.90 3.50
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38.55 1.20 4.70

砂質シル
ト
(MS)

37.75 0.80 5.50
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34.80 2.95 8.45
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最上部15cmは砕石。60cmまで径
20～100mmの岩砕が混入するズリ
砕石。以深はシルトとロームの混
合土。木片が混入。含水大。

腐植物が混入。下部、軽石散在。
含水量は多く、粘性が強い。

最下部は砂が多く混入し半固結状
含水量が非常に多い。

腐植物が混入する。
含水量は多く、粘性は中程度。

上部は微細砂の混入が多く、下部
は有機質土状。腐植物が混入し、
軽石片が散在する。
含水量は多く、粘性は強い。

少量の細砂や腐植物を混入。
含水量は多い。

層相は不均質である。
細砂～中砂が主体。
全体に粒径は不均一である。
最上部はシルトが混入する。
径5～20mmの亜円礫や亜角礫が散
在する。
局部的に礫の密集部がある。
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